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地域連携グループ

１　教育コミュニティづくりに関すること

(1) 教育コミュニティづくり推進事業

	
	令和２年度
	令和元年度
	平成30年度

	予　算　額
	43,328千円
	57,489千円
	60,655千円

	決　算　額
	33,635千円
	54,855千円
	59,575千円


国事業（学校・家庭・地域連携協力推進事業）を活用した「教育コミュニティづくり推進事業」（対象：政令指定都市と中核市を除く市町村及び府立支援学校・府立中学校）により、市町村のニーズに応じた取組み等を推進した。
①学校支援活動：学校のニーズに応じた、地域社会が一体となって行う学校教育に対する支援（子どもの安全確保や学習支援、環境整備等）
②おおさか元気広場：放課後や週末等の子どもの体験・交流活動等
③家庭教育支援：家庭教育に関する学習機会の提供や相談体制の整備等、学校との連携による保護者支援

（市町村及び府立支援学校・府立中学校実績）
1 学校支援活動：２２市町１０２箇所及び府立支援学校・府立中学校２０校において実施
②おおさか元気広場：３１市町２０２箇所及び府立支援学校１１校において実施
③家庭教育支援：１５市町６０箇所において実施
　　
（研修実績）

	研修名（実施会場）
	開催日
	受講者数

	教育コミュニティづくりに係るコーディネーター全体研修
（府新別館南館）
	9月9日
	80人

	学校支援活動関係者研修
　（東成区民センター）
	10月16日
	85人

	おおさか元気広場関係者研修

（交野市立保健福祉総合センター）
	11月11日
	41人

	おおさか元気広場出前プログラム協力企業講座づくりセミナー
　（府咲州庁舎）
	1月29日
	16人

	乳幼児家庭の教育力向上に向けた家庭教育支援スキルアップ研修（府新別館南館）
	9月30日
	267人

	親学習リーダー交流会
　（中河内府民センター）
	11月24日
	20人

	訪問型家庭教育支援情報交換会

（阿倍野区民センター）
	12月14日
	13人

	家庭教育支援スキルアップ研修（教育と福祉の連携による家庭教育支援モデル事業報告会）

（鶴見区民センター）
	1月25日
	36人

	「教育コミュニティづくり」実践交流会
（ドーンセンター）
	2月20日
	92人


(2) 学校支援地域本部推進事業

	　　
	令和２年度
	令和元年度
	平成30年度

	予　算　額
	7,804千円
	7,804千円
	7,804千円

	決　算　額
	7,305千円
	7,749千円
	7,706千円


政令指定都市及び中核市（大阪市、堺市、吹田市、豊中市、高槻市、寝屋川市）において教育コミュニティづくりをより一層推進するため、国事業（学校・家庭・地域連携協力推進事業）を活用した学校支援活動を支援し、地域の教育力向上を図った。

(3) 教育と福祉の連携による家庭教育支援モデル事業

	　　
	令和２年度
	令和元年度
	平成30年度

	予　算　額
	1,500千円
	2,285千円
	4,158千円

	決　算　額
	1,448千円
	2,254千円
	3,589千円


課題を抱え、地域から孤立しがちな家庭や保護者への支援の充実を図るため、「教育と福祉の連携による家庭教育支援モデル事業」を４市町（能勢町、泉大津市、貝塚市、阪南市）に委託して、教育と福祉が連携した支援をモデル実施した。報告会等を開催し、その成果を府域に普及啓発することで、市町村における取組みの実施促進を図った。
(4) 家庭教育力向上事業
	　　
	令和２年度
	令和元年度

	予　算　額
	2,000千円
	1,361千円

	決　算　額
	972千円
	682千円


子どもの未来に向かう力（非認知能力）の育成に向け、その土台形成となる乳幼児家庭の教育力向上を図るため、保護者支援等のモデル実施を２市（豊中市、泉大津市）へ委託して行うとともに、研修等の開催により、未来に向かう力育成の重要性について普及啓発した。
（研修実績）

	研修名（実施会場）
	開催日
	受講者数

	乳幼児家庭の教育力向上に向けた家庭教育支援スキルアップ研修（府新別館南館）（再掲）
	9月30日
	267人

	乳幼児家庭の教育力向上事業シンポジウム

（鶴見区民センター）
	2月10日
	217人

	府と市町村の共催による支援者向け研修会（能勢町）
　（浄るりシアター）
	8月31日
	26人

	府と市町村の共催による支援者向け研修会（泉南市）
　（SORA　RINKU）
	11月26日
	51人

	府と市町村の共催による保護者向け講演会（柏原市）
　（柏原市民文化会館）
	11月16日
	48人

	府と市町村の共催による保護者向け講演会（交野市）
　（星の里いわふね）
	1月18日
	25人


社会教育グループ

１　社会教育推進体制の充実

(1) 社会教育委員会議に関すること

「第４次大阪府子ども読書活動推進計画」及び「大阪府視覚障がい者等の読書環境の整備の推進に関する計画（読書バリアフリー計画）」等の策定について、意見をいただいた。

大阪府社会教育委員会議（２回）、読書部会（２回）
(2) 社会教育の振興に関すること

市町村社会教育関係職員及び府・市町村社会教育施設職員の資質向上を図るため、その職務に必要な専門的事項について人権教育セミナー等の研修を行った。

２　社会教育施設の運営

(1) 府立少年自然の家の運営に関すること

良好な自然環境の中で団体宿泊生活及び野外活動を通じて健やかな少年の成長を育むための施設である府立少年自然の家について、指定管理者に委任し、管理運営を行った。

（管理・運営の委任）　　　　　　　　　　　　　　

	
	令和２年度（※）
	令和元年度（※）
	平成30年度

	予　算　額
	71,029千円
	70,075千円
	55,581千円

	決　算　額
	71,028千円
	59,795千円
	55,581千円


（※）通常の指定管理委託料に、新型コロナウイルス感染症拡大防止対策の休館措置実施による
利用料金減収額等の金額を加算。
≪府立少年自然の家の概要≫

○　所在地　　　貝塚市木積字秋山長尾３３５０番地

○　利用状況　　　２４，９７１人（令和２年４月１日～令和３年３月３１日）
○　主な施設機能　　　・４００人収容の宿泊等施設、２００人利用可能なテントキャンプ場

・野外ステージ、野外炊飯場、キャンプファイヤー場（大）（小）
つどいの広場、音楽の森、野鳥の森、冒険の森、竹林の里、展望台
　バーベキュー場、アスレチック場等

・オリエンテーションホール（２００人収容）、大食堂（３００人収容）体育館（５４４㎡）

（利用者の推移）

	令和２年度
	令和元年度
	平成30年度

	24,971人
	87,621人
	94,290人


（利用料金収入の推移）　　　　　　　　　　　　　　　　　

	令和２年度
	令和元年度
	平成30年度

	8,907千円
	42,424千円
	46,353千円


（令和２年度の受け入れ事業の利用状況）

	区　　　　　分
	利用団体数
	利用人数

	宿

泊
	宿　泊　棟
	215件
	6,931人

	
	テ　ン　ト
	111件
	597人

	
	小　　　計
	326件
	7,528人

	日　　帰　　り
	　921件
	17,443人

	　　　　計
	1,247件
	24,971人


（令和２年度主催事業）

	事　　業　　名
	実　施　期　間
	参加人員

	新たな教育課題への対応
・防災ピクニック
	令和２年９月12日
	55人

	自然の中で読書活動推進

・えほんのひろば
	令和２年11月３日
	150人

	読書活動と結びついた自然体験の推進

・絵本でいただきます！
	令和２年11月28日、29日
	36人

	青少年対象の長期宿泊体験
・チャレンジ＆ワイルドキャンプ
	令和３年３月21日
	17人


(2) 府立図書館の運営の調整に関すること

所管する府立中之島図書館と府立中央図書館の運営について、各種調整を行った。

府立中之島図書館では平成２８年度から、府立中央図書館では平成２７年度から導入している指定管理者の評価を行った。また、中之島図書館については、令和２年度で現指定管理者の指定管理期間が満了になるため、令和３年度からの新たな指定管理者の選定を行った。
３　社会教育活動の推進

(1) 視聴覚教育の振興に関すること

視聴覚教育の振興を図るため、視聴覚ライブラリーの教材の選定及び購入を行った。

①視聴覚ライブラリー［教材の選定及び購入等］

ア　教材映画ＤＶＤ購入等状況

フィルム、ビデオ購入本数　　　　 　　８　本　

イ　視聴覚教材利用状況

貸出件数　　　　　　　　  　 　８１　件
貸出本数　　　　　　  　　　 １３８　本
上映回数　　　　　　 　   　 　７９　回

観覧人員　　　　　　 　　３，２１７　人

(2) 人権教育の推進に関すること

大阪府人権施策推進基本方針に基づいて、社会教育における指導者の資質向上を図るとともに、府民の人権問題に関する理解の深化を図るため、次の事業を実施した。

①社会教育における人権教育に関わる研修

人権教育の活動体制の整備を図るため、指導者用資料を配布するとともに、指導者の研修並びに養成を行った。

ア　人権教育セミナー（１回）

イ　人権教育地区別セミナー（地区別ＰＴＡ指導者セミナー）（７地区・７回）
(3) 識字・日本語学習活動の活性化に関すること

読み書きが十分でなく社会の中で課題を抱えている人々の生活を支えるセーフティネットの構築を目的に、市町村や民間が運営する識字・日本語教室に対して、研修の実施、ネットワークづくりや広報活動などの広域的な施策を実施するとともに、文化庁事業を活用して、府内識字・日本語教室の支援力向上の取組み等を実施した。

①識字・日本語教室支援力強化事業

	　　
	令和２年度
	令和元年度
	平成30年度

	予　算　額
	2,300千円
	2,223千円
	2,251千円

	決　算　額
	2,012千円
	2,166千円
	1,870千円


②地域日本語教育の総合的な体制づくり推進事業
	
	令和２年度

	予　算　額
	    11,822千円

	決　算　額
	8,833千円


〇文化庁事業を活用した識字・日本語教室への学習支援

ア　「日本語中級学習者向けのよみかき教材」を作成し、府内の識字・日本語教室に配布した。
イ　日本語教育を実施し、教室で上記アの教材に関する意見を聴取しながら開発を進めた。

ウ　「支援者養成講座」を開催することで新たな支援者を養成した。また、「スキルアップ
　　講座」を実施し、支援者のスキルアップを図った。
エ　府内12市に対して、日本語教育環境を強化するための体制づくり等に必要な経費の
補助を行った。

オ　「総括コーディネーター」の設置、「総合調整会議」の実施をはじめ、地域日本語教育
　　コーディネーターや市町村などと連携して事業を推進した。

	講座名（実施会場）
	開催日
	受講者数

	支援者養成講座　（大阪市立総合生涯学習センター）
	11月20日
11月30日
１月25日
１月29日
	23人
20人
15人

15人

	支援者スキルアップ講座（田尻町総合保健福祉センター）
	10月28日
11月４日
	27人
28人

	支援者スキルアップ講座（大阪市立難波市民学習センター）
	10月30日
11月６日
	34人
36人

	支援者スキルアップ講座（大阪狭山市文化会館）
	11月11日
11月25日
	12人
９人


４　子どもの読書活動の推進
発達段階や生活の場に応じて本を親しむことにより、全ての子どもが読書の楽しさと大切さを知り、自主的に読書活動を行うことができる環境整備に取り組むため、「子ども読書活動環境整備事業」を実施した。
(1) 子ども読書活動環境整備事業

	
	令和２年度
	令和元年度
	平成30年度

	予　算　額
	516千円
	1,032千円
	1,032千円

	決　算　額
	233千円
	571千円
	507千円


①オーサービジット事業

	校園名
	作家名
	実施日

	第２きんもくせい保育園
	たなかしん
	１月18日

	和泉市立南横山小学校
	ふじもとのりこ
	１月19日

	認定こども園五風会
	ふじもとのりこ
	１月21日

	吹田市立桃山台小学校
	よしおかアコ
	１月22日

	寝屋川市立西小学校
	ふじもとのりこ
	１月28日

	大阪府立東住吉支援学校
	竹井　史
	２月９日

	柱本保育園こども未来学舎
	ノーブスミー
	２月19日

	阪南市立舞小学校
	ノーブスミー
	２月25日


